
果樹の生産

○ 我が国では、北海道から沖縄県まで地域の特性に応じた多種多様な果樹が栽培されている。
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くり 都道府県 産出額（作付面積）

1 茨城県 26億円(3,120ha)

2 熊本県 21億円(2,370ha)

3 愛媛県 13億円(1,910ha)

4 兵庫県 7億円(509ha)

5 長野県 6億円(238ha)

ぶどう 都道府県 産出額（作付面積）

1 山梨県 533億円(4,050ha)

2 長野県 492億円(2,780ha)

3 岡山県 221億円(1,240ha)

4 山形県 139億円(1,460ha)

5 福岡県 99億円(676ha)

なし 都道府県 産出額（作付面積）

1 千葉県 81億円(1,300ha)

2 茨城県 71億円(855ha)

3 山形県 65億円(925ha)

4 鳥取県 56億円(573ha)

5 栃木県 53億円(710ha)

キウイフルーツ 都道府県 産出額（作付面積）

1 愛媛県 22億円(393ha)

2 福岡県 21億円(277ha)

3 和歌山県 17億円(168ha)

4 神奈川県 6億円(119ha)

5 群馬県 4億円(73ha)

みかん 都道府県 産出額（作付面積）

1 和歌山県 335億円(7,200ha)

2 愛媛県 272億円(5,430ha)

3 静岡県 262億円(5,290ha)

4 熊本県 191億円(3,680ha)

5 佐賀県 139億円(1,980ha)

りんご 都道府県 産出額（作付面積）

1 青森県 1,033億円(20,200ha)

2 長野県 339億円(6,930ha)

3 岩手県 104億円(2,280ha)

4 山形県 89億円(2,060ha)

5 秋田県 50億円(1,170ha)

もも 都道府県 産出額（作付面積）

1 山梨県 214億円(3,330ha)

2 福島県 154億円(1,760ha)

3 岡山県 55億円(669ha)

4 長野県 54億円(923ha)

5 和歌山県 52億円(706ha)

その他かんきつ 都道府県 産出額（作付面積）

*1 1 熊本県 107億円(2,230ha)

2 愛媛県 101億円(7,140ha)

3 高知県 88億円(1,660ha)

4 和歌山県 71億円(2,150ha)

5 鹿児島県 65億円(1,890ha)

おうとう 都道府県 産出額（作付面積）

1 山形県 378億円(2,880ha)

2 北海道 28億円(533ha)

3 山梨県 20億円(325ha)

4 長野県 15億円(96ha)*2

5 青森県 12億円(92ha)

すもも 都道府県 産出額（作付面積）

1 山梨県 35億円(846ha)

2 長野県 15億円(329ha)

3 和歌山県 11億円(273ha)

4 山形県 8億円(253ha)

5 北海道 5億円(152ha)

かき 都道府県 産出額（作付面積）

1 和歌山県 107億円(2,490ha)

2 奈良県 65億円(1,780ha)

3 福岡県 41億円(1,110ha)

4 岐阜県 35億円(1,210ha)

5 新潟県 23億円(629ha)

びわ 都道府県 産出額（作付面積）

1 長崎県 9億円(280ha)

2 千葉県 7億円(126ha)

3 香川県 2億円(57ha)

4 愛媛県 2億円(50ha)

5 鹿児島県 2億円(76ha)

うめ 都道府県 産出額（作付面積）

1 和歌山県 143億円(5,270ha)

2 群馬県 18億円(847ha)

3 山梨県 6億円(354ha)

4 神奈川県 6億円(312ha)

5 福井県 6億円(462ha)

パインアップル 都道府県 産出額（作付面積）

1 沖縄県 20億円(590ha)

2 - -

3 - -

4 - -

5 - -

※果樹マークに付された数字は、産出額の全国順位

全国の果樹生産の主産地
（政令指定果樹の品目別都道府県別産出額ベスト５）
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資料：農林水産省 「令和５年生産農業所得統計」、「令和５年耕地及び作付面積統計」

*1 「その他かんきつ」は、しらぬい、ゆず、ブンタン、ポンカン、なつみかん、いよかん、はっさく、日向夏、清見、カボス、きんかん、すだち、たんかん、ネーブルオレンジ、セミノール

*2 長野県のおうとう作付面積については「令和２年耕地及び作付面積統計」の数値
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